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「学習」に関する調査結果

小学校６年生 中学校３年生

国語 算数 国語 算数

　全国平均正答率と比較して
　　☆　＋６ポイント
　　◎　＋６ポイント〜＋２ポイント
　　◯　＋２ポイント〜ー２ポイント
　　△　ー２ポイント〜ー６ポイント
　　▲　ー６ポイント以下

　国語の結果分析

良
好

◇登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基
に捉えることができるかどうかをみる問題
（思考・判断・表現「読むこと」）

課
題

◇目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決
め、内容を検討することができるかどうかをみる問題
（思考・判断・表現「話すこと・聞くこと」）
◇話し言葉と書き言葉との違いに気づくことができる
かどうかをみる問題
（知識・技能「言葉の特徴や使い方に関する事項」）

良
好

◇文の成分の順序や照応について理解しているかどう
かをみる問題
（知識・技能「言葉の特徴や使い方に関する事項」）

課
題

◇目的に応じて必要情報に着目して要約すること
ができるかどうかをみる問題
（思考・判断・表現「読むこと」）
◇資料を用いて、自分の考えがわかりやすく伝わ
るように話すことができるかどうかをみる問題
（思考・判断・表現「話すこと・聞くこと」）

　１　言葉の順序に気をつけて短い文で話した方がよいことに気づいたから。

　２　相手に応じて敬語を使ったほうがよいことに気づいたから。
　３　まちがった情報をすぐに直した方がよいことに気づいたから。

　４　同じ音で異なる意味をもつ言葉を使わない方がよいことに気づいたから。

【問題】和田さんは、村木さんの発言④を受けて、発言③の
話し方を発言⑤のように変えました。話し方を変えた理由と
して適切なものを１から４までの中から一つ選びましょう。

中学校小学校

【分析メモ】
 全国の調査結果と⽐較をすると、⼩学校は「思考・判断・表現」に
⽐べ、「知識・技能」の⼒に課題があることがわかりました。⼀⽅
で、中学校では、「知識・技能」に⽐べ「思考・判断・表現」に⼒に
課題があることがわかりました。

��「知識・技能」の問題では、単に知識の量（⾔い換えると「知って
いるかどうかどうか」）が問われるのではありません。場⾯に応じて
使うことができる「知識・技能」が⾝に付いているかどうかが問われ
ています。⾔葉を覚えることや、漢字が書けることは⼤切なことです
が、国語の基礎・基本はそれにとどまりません。他教科や⽇常⽣活の
場⾯で⽣きる「知識・技能」の習得につながる授業改善が必要となり
ます。さらに、⾝に付けた「知識・技能」を活⽤する「思考・判断・
表現」の場⾯が、授業の中で効果的に設定されることで、⽬的や場⾯
に応じた思考⼒・判断⼒・表現⼒が⾝に付くことにつながります。
　国語の授業で学んだことが、他教科や生活につながる経験を積むこ
とが、大人になっても生きる国語の力の育成に必要不可欠です。



　算数・数学の結果分析

良
好

◇円グラフの特徴を理解し、割合を読み取ることができ
るかどうかをみる問題
（知識・技能「データの活用」)

課
題

◇除数が小数である場合の除法の計算をすることができ
るかを見る問題
◇除数が小数である場合の除法において、除数と商の大
きさの関係について理解しているかどうかをみる問題
（知識・技能「式と計算」）

中学校
良
好

◇簡単な場合について、確率を求めることができるかど
うかをみる問題
（知識・技能「データの活用」）

課
題

◇複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み
取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明でき
るかをみる問題
（思考・判断・表現「データ」の活用）
◇筋道を立てて考え、証明するこができるかどうか
をみる問題
（思考・判断・表現「図形」）

☆各教科の問題は「国立教育政策研究所HP」から見ることができます。
　https://www.nier .go. jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

「生活」に関する調査結果

単位％

毎日同じくらいの時
刻に寝ている

毎日同じくらいの時
刻に起きている

朝ごはんを毎日食べ
ている

本市 全国 本市 全国 本市 全国

小学６年 72.8 82.9 86.5 91.6 83.8 83.4

中学３年 79.1 80.7 96.3 92.5 81.9 79.1

小学校

【分析メモ】
　小学校では「知識・技能」の特に「式と計
算」と「図形」に課題が見られました。中学校
では「知識・技能」については全国と同等の結
果でした。一方で「思考・判断・表現」は課題
が見られ、特に「図形」の領域に課題が見られ
ました。
　「式と計算」については「速く」「正確に」
計算をすることだけを目指すのではなく、式の
意味や除法の概念の理解をすることが大切で
す。本質的な部分まで理解をすることで、いろ
いろな場面で活用できることにつながります。
　中学校の「図形」領域の証明の問題では、説
明の根拠が不足しているため誤答となる場合が
多くありました。筋道を立てて説明をすること
は、他教科や日常生活でも使う大切な力です。
数学の学習場面だけでなく、論理的に説明する
経験を積み重ねる必要があります。

　ゲームや動画視聴の時間

を１日１時間程度に収めら

れる児童生徒は平均正答率

が高い傾向にあります。家

庭で約束を決めたり、自分

で時間をコントロールした

りする生活習慣は、時間を

有効活用することにもつな

がります。計画的に行動で

きる力は学力の定着につな

がります。


